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   In order to examine the relation between the sexual hormones and the 
absorption ability of the seminal vesicles, the influence of the former upon 
absorption of penicillin, streptomycin, tetracycline and  chloramphenicol in 
the seminal vesicles were observed, and simultaneously the histological ex-
aminations were performed and the following results were obtained. 
   1) It was made definite by examining the absorption of penicillin, stre-
   ptomycin, tetracycline and  chloramphenicol through the seminal vesicles 
   that the male hormone works restoratively on the decreased absorption 
   caused by castration. The complete improvement of the seminal  vesi-
   cles was also recognized in the histological examination. 
   2) The influence of the superior ranked ganodotropic hormones upon 
   the atrophied tissue of the seminal vesicles due to castration could not 
   been recognized at all in the absorption of penicillin, streptomycin and 
   tracycline, but they prevented the further decrease of the absorption 
   ability when it was kept as it was. In the absorption of  chlorampheni-
   col, these hormones acted restoratively. 
  3) The female hormones worked as a promoting element to the atrophy 
   of the testicle and seminal vesicles, and the decrease of the absorption 
   ability in penicillin, streptomycin, tetracycline and  chloramphenicol was 






れは精嚢 の吸収機能 が性 ホルモ ンと密接 な関係
にあ ることを物語 るものである.
そ こでわた くしは前編 に引 き続 き各種性 ホル
モ ンが精 嚢の吸収作 用に如 何な る影 響 を及す
ものであ るか とい う点 について,Penicillin,
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Streptomycin,Tetracycline,Chloramp-
henicolの各抗生剤 を用い る ことによつてその
影響 を倹索 し,精 嚢 の吸収生理 につ いて検討 を
試 みた.
実 験 方 法
実験動物 として体重2kg以 上 の成熟雄 性健
常 家兎 を使 用 し,精 嚢 の吸収 機 能 の観 察は第
1編に記 載 した方法 に したがい,Penicillin,
Streptomycin,Tetracycline,Chloramp-
henicolの各抗生 剤別に夫k各 種 性 ホルモンの
図1No,11男 性 ホ ル モ ソ
の影 響(Pc)
図2No.12男 性 ホル モ ソ
の影 響(Pc)
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＼ 鰻 ・ '
1。 3。 5。
去 勢 前(λ094 0,Q71 0.02 0.0145
去 勢21日 後0.031 O,026 O,0130,Ol2
T.p.注射7日 後qO31 O.02 tr 0
Tp.注射14日後0,031 0.02 0,Ol3 tr
T.P,注 射





実 験 成 績
そ の1男 性 ホ ル モ ン の 影饗
去 勢 後21日 を 経 過 した 家 兎 に 男1性ホ ル モ ソ即 ち
Enarmonsuspension1.Occ(帝国臓 器 製1.Occ中
TestosteronePrePionateO.5m9含有)宛 連 続14目
間 計7mg皮 下 注 射 し,去 勢 前,Testosteronepro-
pionate(以下T・P・)探 与 前(即 ち 去 蓼21日q.),
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T,P,投与 開 始7日 後(3.5mg投 与 時),T.P.投 与
終了 日(7エ㎎ 投 与),T.P.投 与終 了後7日 の前 後5
回に亘 り,同 一家 兎 精 轟 の吸 収 状 況 を比 較観 察 した.
1,Testosteronepropionate投与 後 のPenicillin
の 吸収状 況(表1及 び図1～3)
T.P,投与開 始7日 後(3.5mg投 与 時):個 々の家
兎に っい て その 吸 収状 況 をT.p.投 与前 のPenicillin
(以下Pc.)血 中濃 度を 対 照 と して観 察 す る と,No.
11ではPc.注 入後30分値 が 梢 々低 下 して い るが,1
時間,3時 間 及 び5時 間値 は 略 々同 一一で あ る.No.12
はPc.注 入30分後 は 同 値 で あ るが,以 後 次第 にT.p.
投与前 の濃 度 よ り低 下 してい る.No.13で は注 入後
30分値 は僅 か に高 く,1時 間 は同 値 とな り,3時 間 で
は稽 々低下 してい るが5時 間 値 は 略 々同 じ とな つて お
り,T.p.投与 前 の 吸収 曲線 と殆 ど有 意 の差 は 見 られ
ない.
T.P.投与 終 了 日(7mg投 与 時):T.p.投与 前 及
びT.p。 投 与 開 始7日 後 の 吸 収 状 況 と比 較 す る と,
No.11ではPc.注 入後30分,1時 間 の血 中濃 度 が
T.p,投与 前 よ り稽 々低 くなつ てい るが,T.p.投 与
開始7日 後 よ りは高 くなつ て お り,3時 間 及 び5時 間
値 はT.p.投 与 前 と同 一 に な つ てい る.No.12は
Pc.注入後30分 及 び3時 間 値 が 投 与 前 と同一 で あ る
が,注 入後1時 聞 及 び5時 間 値 は 低 くな つ てい る.
No.ユ3ではPc.注 入後30分 よ りT.p.投 与 前 及 び
T.p.投与 開 始7日 後 の もの よ り良 好 な吸 収 状 態 を呈
してい る.
T.p,投与終 了後7日:No.11で はPc.注 入後30
205
分 の血 中濃 脇 鞍 然T.P.投 与前 セこ比 し低いが ,1時
間 値 はT.p.投 与終 了 日 と同 じで3時:1.1]lvtび5時間 後
に お け るP・ ・ 血 ・膿 度 は,T .P.投与前,T.P.投
与 終 了 時 よ り も高 くな つ てい る.No.12はPc.注
入 後30分及 び1時 聞値 は いず れ もT .p.投与前 よ り低
い が,3時 聞及 び5時 間値 はT 。p,投与 前,T.p.投
与 時 よ りも高 くな つ てい る.No.13で はT,p.投 与
終 了 日の吸 収 状 態 と略 々同 様 な傾 向を 示 してい るが,
去 勢 前 の 吸 収 作 用 に比 べ る と遙 か に低 い.
以 上個 々の 実験 成績 を概 括 す る と,T.p.投 与開 始
7日 後 のPc.の 精 嚢 か ら血 中 えの 移行 状 態 はT.p.投
与 前 の そ れ よ りも僅 かな が ら低 下 してい るが,T.p.投
与 終 了 日に おい てはT.p.投 与前 の 吸収 曲線 に近 似 ナ
る か,或 い は それ 以 上 の吸 収 作 用が 認 め られ る.T.p.
投 与 終 了後7日 で は 大体T.p.投 与 終 了時 と大 差 な き
状 態 で あ る.
皿.Testosteronepropionate投与後 のStrepto-
mycinの吸収 状 況(表2及 び図4～6)
T.p.投一与開 始7日 後(3.5mg投 与時):No.34
で はStreptomycin(以下SM.)注 入後30分及 び1
時 間 の血 中 濃 度がT。p.投 与前 の そ れ よ りやや 高 くな
つ てい るが,3時 間 及 び5時 間値 は反対 に低 くな って
い ろ,No.35はT.p.投 与前 の 吸収 曲線 に近 似 しk
曲線 を示 し てい るが 全 般 に 多 少低 くな つ てい ろ.No.
36で はSM.注 入 後 血 中 え の移 行 は良 好 で,T.p.投
与 前 よ り高 くなつ てい る.
Tp.投 与終 了 日(7mg投 与時):No.34の 吸収
状 態 はT.p.投 与 開始7日 後 の それ よ り高 くは なつ て
図4No.34男 性ホルモγ
の影響(SM)





図6No.36男 性 ホル モ ソ
の影 響(SM)
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表2男 性ホルモンの影響(SM)
No.34(2400g)γ/cc
＼ ＼ 壁 型 」 ・。'1 1・ 3。 5。
去 勢 前 5.25 3.37 1.67 0.24
去 勢21日 後 0,308 0,358 0,263 O,192
T.P.注射7日 後 0,725 O,415 0.18 tr
Tp注射14日後 0,725 0,596 0.20 0.18
T.P.注 射
終 了7日 後
0,678 0,415 0,263 0,216
No.35(2400g) γ/cc
＼ 遊 」 到 ・ '11・
3。 5。
去 勢 前 4.25 3.15 2.56 1.39
去 勢21日 後 0,358 0,216 0,132 tr
T.P.注射7目 後 0,216 0.18 0.11 tr
T.P.注射14日後 O,515 0,263 Q.18 tr
T.P.注 射
終 了7日 後 O.63 0.58 0,216 0.18
No.36(2200g) γ/cc
＼ 墜 週 」 ・・'11. 3。 5。
去 勢 前 6.25 3.60 O,785 O,785
去 勢21日 後 0,678 O,460 O.18 tr
T.P.注射7日 後 ¢725 0.63 0,415 0,132

















劣っている.注 入後3時 間及び5時 間の血中濃度は


















図8No.54男 性 ホ ル モ ン
の影 響(Tc)






































＼ 鰻 ・ '
1。 3。 5。
去 勢 前 α062 0,018 0.00960,004
去i勢21日 後0.0107 O.0076O,OO3 0.OO23
T.p。注射7日 後0,0096 0.00660.0027O.0023





＼ 堕 ・ '
1。 3。 5。
去 勢 前0.084 0,044 O.01070,OO6
去 勢21日 後O.0107 ○.OO40 O.OO1750.0014
T.p.注射7日 後qO40 0.00960,002 O.0016
Tp注 射14日後0.048 0.01070,003 O.QO18
T.P.注 射
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T.p.投与前 こ比 しTc.注 入後30分時 よ り高 くな つ
てい るが 去 勢 前 の吸 収 状 況 に は及 ば ない.No.54で
は ご く僅 少 な が らT.P.投 与 前 のTc、 の血 中移 行状
態 よ り全 般 に そ の低下 が見 られ るが,No.55で は
No.53の よ うにT.p.投 与前 よ り血 中Tc,濃 度が
高 く よ く吸 収 され てい る.
T.p.投与 終 了 日(7mg投 与 時):No.53めTc,
注 入後30分 の 血 中 濃 度 はT.p.投 与前 と同 じで ある
が,1時 間 及 び3時 闘後 のTc.濃 度 はT.p.投 与 開
始7日 後 よ り低 くな つ てい るがT.p.投 与 前 の それ よ
りは高 い 濃 度 を示 し,5時 間 後 に おい ては去 勢 前 の
T.c.濃度 よ り高 くな)て い る.No.54に おい ては
T.p.投与前 に比 較 しTc.注 入後3G分,1時 間,3
時 間 共 に高 く,5時 間値 が 梢 々劣 つ て い る。No.55で
はT.p.投 与開 始7日 後 よ り更 に全 般 的 に 良好 な吸 収
状 態 が認 め られ る.
T.p.投与 終 了後7日:No.53に おい てTc.注 入
後5時 間値 がT.p.投 与 前 の血 中濃 度 よ り高 い 値 を示
してい るが,全 体 的 に 各実 験 洌 ともにT.p.投 与前 の
吸 収 状 態 をこ比較 し同 じ よ うに その 低下 が 認 め られ ろ.
以 上 の 成績 を要 約 す る とT.p.投 与開 始7日 後 及 び
T.p,投与 終 了 日では,Tc.の 精 嚢 か らの 吸収 作 用 は
去 勢21日後 に お け る状 態 よ り低 下 す る こ とな く,却 つ
て そ 繊 上 の吸 収 作 用が 認 め られ,T・P・ 投 与終 了後
7日 に おい ては 去勢21日後 の 吸収 状 況 よ り更 に 低下 の
傾 向 が 見 られ た.
rV.T。、t。t…n・p・ pi・nat・投 与後 のChlo「am-
ph。i,。1の卿 状 況 俵4・ 及 び図 ・C～12)
T.P。投 与 開 始7畷(3,5皿 ・ 櫛 時)・No・68で
はT.P.投 与前 のChloramphenicol(以下CM.)の
血 版 の 移 行状 況 と比 較 す る と・全 般 に きわ め て よ く
卿 詠 てお り法 蜘 の卿 状 解 殆 ど薇 し舳
線 赫 してい る.N・.69で も同 徽 傾 向槻 窃 ら
図11No.69男 性 ホ ル モ ン
の 影 響(CM)
・寿 瞬 研
し_一 一一一 冬 卿210鱈
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図12 No.70男 性 ホル モ ソ
の影 響(CM)
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表4男 性ホルモγの影響(CM)
No。68(22009)γ/cc











































































No.70(2200g) u/cc噌 30'1。3。 5。8。 10。 12。














図13No.14性 腺 刺 戟 上 位
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図14No.15性 腺 刺 戟 上位
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図15Ne.20性 腺 刺 戟 上位
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ζ型!」 ・・d 1. 3。
u/cc
5。
去 勢 前 O,0940,051 0,Q26 tr
去 勢21日 後 0,0510,031 0.0145 tr
プ.注射7日 後 0,0260,024 0.0145 tr
プ,注 射14日後 O,026O.0145O.0145 tr
ブ.注 射

































































去勢前,プ.投 与前(即 ち去勢21日後),プ 投与開


























はプ 投与開始7日後における吸収状態 と殆 ど変らな
い吸収である.No.15でもPc.注入30分後の血中濃
度がプ 投与 開始7日後のものより低くなつている





後1時 間,3時 間,5時 間の吸収濃度がプ.投与終了
図17No.38性腺刺戟上位
ホルモソの影響(S.M)
図18No.41性 腺刺 戟 上位
ホ ル モ ソの影 響(S.M)




































去 勢 前 6.25 1.75 1.53 1.32
去 勢21日 後 0.19 0.13 tr tr
プ.注 射7日 後 0.28 0.18 0.18 tr
プ。 注射14日後 O.18 0.13 O.11 tr
プ.注 射

















































SM.注入後1時 間まで血中に認め られず・3時 間後
にはじめて認められ著しく不良な吸収状態であった.
プ 投与終了目(計700家兎単位投与時):No,37で
はプ 投与開始7日 後における吸収状況 と同じく血申
SM.濃度がプ.投与前より高 くなつている.No.38
ではプ.投与前の吸収状態 と略々等 しいが,注入後3
時間のSM.濃 度が稽 々高い.No.41に おいては
SM.注入30分時血中濃度が ブ.投 与前 よりやや高い
値を示 しているが,以 下同 型の吸収曲線を描いてい
る.



















一濃度を示 している.No.田 ではTc.の 血中えの
移行はプ 投与前 より30分及び1時間値が稽々低下し




はプ.投与開始7日 後の吸収より更に僅か に低 下 し
ており,従 つてブ.投 与前 よりも低 くなつている,
No.57でもプ.投与開始7日後におけるTc.血 中
濃度曲線 より低 くなつてい るが,Tc.注入後3時 間及







図20No.57性 腺刺 戟 上 位




図21No.58性 腺 刺戟 上 位
ホ ルモyの 影 響(T .c)
No.58(2300g) γ/cc


























































































































































































＼ 墜 間 ・・'1・3・1・ ・8・
1・e12e
＼
去 勢 前 2.32.2 2.1 2.081.941.8 2.08
去 勢21日 後 1.6 1.65L651.81.8 1.7 1.7
プ.注 射7日 後 2.1 2.32.082.081.732.1 1.8
プ.注 射14日後 2.1 2.082.12.12.152.752.3
プ.注 射 終 了






































































図25掴o.21女 性 ホ ノtモy
の影 響(Pc.)
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注 射 前0.21 Q.08 0,0320.0145
注射開 始7日0,18 0.06 0,0200.0145
注 射 開 始14日O.071 0,047 0,Q180,Ol3
注射終了後1W























































































図28No.42女 性 ホ ル モ ソ
の影 響(S.M)
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時の吸収血中濃度より低 くなつてい るが5時 間におい
て僅かに高い値となっている.No61ではTc.注入
後30分友び5時 間の血中Tc.濃度が正常時 と同じで,
注入後1時 間及び3時 間値は梢 々高くなつている、
ス.投与終了日(計70mg投 与時)=No,59の
No,46(2300g) γ/cc
























































＼ 塑 ・ '
1。 3。 5。
注 射 前0.122 0,062匿 O.QO760,004
ス.注 射7日 後0.102 0.Q4 0.0107O.∞6
ス.注 射14日後O.09 0,058 O,006 0.0022
ス・ 注 射 終 了0
.0787日後 0,058 0,006 0.OQ27
1




















図31No.59女 性 ホル モ ソ
の影 響(T.c)















図34No.74女 性 ホル モ ソ
の影 響(C.M)
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図35No.75女 性 ホル モ ソ
の影 響(C.M)
一 宮 訂 荊
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図36No.76女 性 ホ ルモ ソ
の影 響(C.M)
_置 零「 和
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表12女 性 ホ ル モ ソの 影響(C,M)ス.・ 投 与終 了後7日=No・74で は 全 股 に そ の 吸収



























































































日後の精嚢像に比較 し(写真1及 び2)高 度に縮少を
示した腺管腔は著明に拡張 し,上皮細胞は核及び胞体
の構造が明瞭 とな りその配列 も略々規則正 しく,他方
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218 木 ロー 精嚢の吸収生理に関する研究
な く,他 の内分 泌腺 と同様上位 中枢 であ る下垂
体 か らの支配 を受け,そ の分泌 す る性腺刺戟 ホ
ルモ ンの作 用の裡 にその機能 を遂行 している事
実 を考 え るとき・,性腺刺戟上 位 ホルモ ンの精嚢
の吸収作 用に及す影響 も男性 ホルモ ンと同時に
検 討 す る必要が あるわけ であ る.
一方雄 性動 物におい ても畢丸及 び副 腎か ら発
情 ホルモン並び に黄体 ホル モンが分泌 され てお
り,Selye1)によつ て これ らステ ロイ ドホルモ
ンの生理作 用には重複性 の あるこ とが認 め られ
て以来,女 性 ホルモ ン作 用 と男性 ホルモ ン作 用
とは全 く相 反 した生理作 用 であるにもかかわ ら
ず両者 が同一体 内に共 存す る以上,両 者 の単独
作 用 のみな らず時には拮抗 的に,時 には協 力的
に作用 して生体 におけ る生殖機構 を円滑 に して
い る ことが推定 され る.2)4)そこで当然女性 ホ
ル モンの精嚢 の吸収作 用におけ る影響 も考慮 し
なけれ ばな らな くなつて くる.
この よ うな観点 か ら精嚢 の吸収作 用に おける
各種 性 ホル モンの影響 を検討 した前記 の実験成
績 を総括 す ると,
男性 ホル モン,
成熟去勢家兎 で21日を経過 した もの にT.p.
1日0.5mg連 続計3.5mg投 与 した際,
Pc,SM.Tc.に対 す る精嚢 の吸収作 用はTp.
投 与前即 ち去勢21日後 の該 吸収作 用に略k近 似
した或いは ご く僅か にそれ よ り低 下 した吸収曲
線 を示 しているのが認 め られ,Tp.計7mg投
与時におい ては これ ら薬 剤の精嚢 か らの吸収は
よ り良と好に認め ら矛した.更 に1週 日放 置(麦吸巧又
状 態を観察す るとPc.SM.で はT.p.7mg
投 与時 と大差 はみ られ なかつたが,Tc.で は梢
k低 下の傾向が認め られた .CM.の 場 合は多
少精嚢の吸収作用 に特異 的な現象 が認 め られ た
が,全 例にT.p,投 与後明か な吸収作用 の上 昇
を認 め ることが出来た.
以上 …般 に精嚢 の吸収作用 におけ る男性 ホル
モ ンの影 響は去勢に よつ て低下 の傾 向に ある吸
収作 用に対 して一見阻止 的な働 きを示 し,複 元
的 に作 用 してい るこ とが うか がわれたが去 勢前
の 吸収作 用 には到底及 ぱなかつた.























ン1日5mg連 続計35mg投 与時,精 嚢の
吸収作用はPc.SM.Tc.の場合1・2の 例外









男性 ホル モンの投 与 に よつて萎縮 退化 した去
勢家 兎精嚢が急速 に肥 メ(増殖 し,正 常化す るこ
とは古 くか ら知 られ てお り2)4)5)6)7)8)9).男性ホ
ルモ ンが精嚢 の発育肥 大に不 可欠の因子 である
ことも明 白で ある.更 に糟嚢 の生理的機構の一
部 が この ような支 配 を受けてい る ことは,精 液
中の果 糖及 び絢構 酸等 の 分 泌 機 能 にっ いて志
田2).及び教室 の 山村3)によ り実験的 に証 明され
てお る.従 つてそ の生理作 用の1つ である吸収
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作用も当然男性 ホルモンの支配を受けるであろ











らば第2編 にも記載 した ように,去 勢によつて
著 しく吸収機能の低下する事実は糟嚢 の吸収作
用に男性ホルモン以外の他の因子が大 きく介在








らの支配を受け更に異種性 ホルモ ンが 同時 に共
存 し,夫 汝何 等かの生理的意義 を有す る以上,
この種の問題 の即 断は許 され ない ことである.
去勢 ラツテの萎縮 した精嚢腺 や前立腺 は男性
ホルモンだけ でな く,卯 胞 ホル モンを適 当量 混
合投与す るこ とに よっ てそ の恢復 が迅速,顕 著
になるというFreud11),David&De
Jough12,.Korenchevsky13)等の報 告は精嚢
の形態学 的方面のみ な らず,そ の機能 的方面 に
おいても同 じことが説明 され て もよいわ けで,
当然吸収作用 において も この関係 を考慮 しなけ
ればな らない
以上精嚢 の吸収作 用に おけ る男性 ホルモ ンの
作用 は去i勢に よつ て低 下 した吸収作 用に対 して
複元的効果を もた らしたが,次 に下垂 体性 汝腺
刺戟 ホルモ ンにつ いて精嚢 生理 との関係 を追求
してみる と,従 来下垂体性 々腺刺戟 ホルモ ンの
生理作用14)15)16)17)は雌性動 物に おいては比較 的
判然 としてい るが,雄 牲 動 物に おけ る役 割につ
いてはなお不 明の点が少 くな く種 汝論議 のあ る
るが,要 す るに性腺 と下垂体 との関係 におい て
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性 腺は下垂体か らのGonadotropinの支配の
裡 にそ の機能 を遂行 しているが,下 垂体対性腺
は単に一方的関係 にあるの で は な く,他 の内
分泌 系に お け る と同様に交互作 用の関係 にあ
るもの で,即 ち下垂体 も逆に性腺か ら分泌 され
るホルモ ンの作 用を受け,そ の影響 のもとに調

















































ものでな く.性機能が正 しく行われている限 り
各kのG◎RadolsterOidの状態も正常なもの
















Tc.CM.の糟 嚢 よりの吸 収 作 用に認められ
た.1綴織学的にはその完全な按復 を認めた.
・2.性 腺刺戟上位ホルモンは叢勢後萎縮 した
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